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私
達
が
住
ん
で
い
る
重
信
町
で

も
、
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
等
、

環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な

か
、
一
方
で
は
様
々
な
ご
み
が
増

え
て
、
資
源
の
浪
費
や
ご
み
の
処

理
方
法
な
ど
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
梯
の
ご
み
に
関
す

る
考
え
を
知
り

、

今
後
の
環
境
行

政
推
進
に
取
り
組
む
指
針
と
す
る

た
め

、

各
区
長

、

女
性
会
議
十
三

団
体
等
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ご
み

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、

三
百
六
十
名
の
方
々
か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た

。

(
回
収
率
八

回
、
九
%
)

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

代
名
問

。

7
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司
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代
名
似

川
刊引
反

とき川
20名 12名
5.6% 3.4% 

。台所の生ごみは、よく水切りをして
ごみに出している。

ご回答をいただいた方の年齢別割合

@プラスチックニーみをあまり出さないように、
考えて買物をしている。

はい 324名

91.0% 

いいえ 186名

51.8% 

ときどき

1 1 3名
3l.5% 

@生ごみは堆肥にしている。
(コンポスト等)

。家庭内の不用品については、不用品
バザーなどに出品するよう心がけている。

いいえ 208名

57.9% 

、

l
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H
門
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;
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・
ま

g
u

いいえ 167名

46.4% 

ときどき
99名
27.5% 

い
名
問

は
川
m
m

@牛乳パック等パック類は、ごみに出さないて。

リサイクルに回している。

@ごみ出しは、決められた目、決められた
場所に出している。

いいえ 131 名

36.5% 

はい 1 50名

41.8% 

はい 351 名

97.5% 

。買物は、買物袋を持参しビニール袋を
受け取らないようにしている。

。ごみ出しは、決められたとおり、分別(燃えるごみ、
不燃物、粗大ごみ)して出している。

1.1% 
1.4% 

ときどき 4名

いいえ 5名

いいえ 266名

74.1% 
はい 346名

96.1% 

22名

印綿偶骨髄骨髄ゆ 8月 16 日 (金)はごみ収集します二 @骨髄品価僻骨骨⑤

2.2% 
1.7% 

8名

6名

ときどき

いいえ
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「指定こ。み袋制」について
@ごみ袋を、重信町ri旨定」の袋に
することについて。

。ガラス破片や針なと。「危険J と明記し、
別にしてごみに出している。

い
名
協

は
訂
配

i
1
{

‘
ヲ
ι

いいえ 221 名

61.4% どちらともいえない
1 17名
32.6% 

賛成 1 68名

46.8% 

⑪スプレー缶は、穴あけをしてから
不燃物ごみに出している。

@ごみ袋の中身が見えるように、
ごみ袋を透明か半透明にすることについて。

いいえ
92名
25.6% 

どちらともいえない
132名
37.0% 

はい 23 1 名

64.4% 
賛成 1 37名

38目4%

ときどき 36名

@ごみ袋に、名前を書くことについてO
@ー升ビン、ビールビンの空ビンは
お店に引き取ってもらっている。どちらともいえない

1 28名
35.8% 

反対 148名

41.3% 

はい 280名

77.8% 。ごみ袋の有料化について。

どちらともいえない
102名
28.4% 

賛成 109名

30.4% 
反対 1 48名

41.2% 

「分別収集」について

⑪不燃物ごみを缶類・ガラス類・紙類・
ペットボトル類等の分別収集をすればあなたは?

@実施をするとすれば、月何回程度の
回収を希望しますか。

月 2回 225名

62.5% 

協力する 300名

83.3% 

ﾗ 
『
亀
官
、
不
ご
み
と

大
ご
み
の
区
別
が

つ
亀
い
?
』

不燃物回収日当日(毎月 10 ・ 25 日)

の写真です。

時
×
洋服ダンス・石油ストーブ・パソコン・自転車は粗大ご
みで主粗大ごみの回収日は毎月28日で主
ごみは「出せば何とかなる」というものではありません。
一人一人が責任を持って出しましょう。
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ご
み
処
理
に
関
す
る
マ
ナ

I

等

-

ご
み
を
出
す
場
所
・

時
間
・

分

別
等
、
ま
た
指
定
地
域
外
に
ご

み
を
出
す

等
、
規
律
が
守
ら

れ

て
い
な
い

。

ご
み
集
積
場
近
く

の
人
は
迷
惑
し
て
い
る

。

-

河
川
・
田
畑

・

空
き
地
等
へ
空

缶
や
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う

・

何
で
も
ご
み
を
出
し
す
ぎ
る

。

堆
肥
(
ボ
カ
シ
)
に
な
る
も
の
、

簡
単
に
燃
や
せ
る
物
、
再
利
用

出
来
る
物
等
考
え
た
い

。

-

不
燃
物
置
場
で
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
た
め
ご
み
を
持
ち
か
え
る
人

が
後
始
末
を
し
な
い
。

-

干
判
定
し
た
枝
葉
等
を
出
し
て
い

る
人
が
い
る
が
、
家
庭
で
処
理

で
き
な
い
も
の
か

。

行
政
へ
の
要
望

-

早
く
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
指
し
た

分
別
収
集
を
始
め
な
い
と
、
日

本
全
国
ご
み
だ
ら
け
で
、
ご
み

を
捨
て
る
場
所
が
無
く
な

っ
て

し
ま
う

。

行
政
が
具
体
的
な
分

別
ス
タ
イ
ル
を
き
ち
ん
と
示
し

て
欲
し
い
。

転
勤
地
で
ご
み
の

分
別
収
集
を
経
験
し
て
い
る

が
、
重
信
町
は
「
分
別
収
集
」

の
取
り
組
み
が
相
当
遅
れ
て
い

る
。

行
政
に
意
欲
が
無
い
の
は

残
念
で
あ
る

。

ご
み
問
題
は
、

行
政
の
リ
l

ド
が
必
要

。

-

分
別
し
て
出
し
て
い
る
不
燃
物

が
、

一
緒
に
回
収
さ
れ
て
い
る

の
を
見
る
と
、
分
別
し
排
出
す

る
意
欲
が
な
く
な

っ
て
し
ま

、
「
ノ

-

企
業
が
ど
ん
ど
ん
ご
み
を
生
産

し
て
い
て
は
、
私
た
ち
が
努
力

し
て
も
ご
み
は
減
ら
な
い
。

行

政
が
国
に
指
導
を
要
請
す
べ

主
」
。

-

住
民
の
声
を
充
分
取
り
入
れ
、

ま
た
き
れ
い
な
町
に
す
る
た
め

に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

か
、
は
っ
き
り
方
向
を
示
し
て

欲
し
い

。

-

ご
み
問
題
に
対
す
る
意
識
が
、

自
分
を
も
含
め
て
ま
だ
ま
だ
低

く
、

一
人
一
人
が
真
剣
に
ご
み

減
量
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。
限
り
あ
る
資
源

で
あ
る
の
で
、
危
機
意
識
を
も

っ

て
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
生

活
を
心
が
け
た
い
。

啓
発
活
動

を
行
政
の
方
で
活
発
に
し
て
欲

1
ν
い
。

-

ご
み
に
対
す
る
モ
ラ
ル
の
低
下

は
著
し
い

。

ご
み
収
集
に
携
わ

っ
て
い
る
人
の

声
も
含
め
、
ご

み
問
題
を
特
集
し
た
広
報
を
年

二
回
程
度
発
行
し
て
欲
し
い

0

・

ご
み
問
題
に
つ
い
て
、
説
明
会

を
度
々

実
施
し
て
欲
し
い
。

-

限
り
あ
る
資
源
を
念
頭
に
お

き
、
ご
み
処
理
時
に
生
じ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
(
火
力
)
を
利
用
す
る

か
、
肥
料
を
作
る
等
、
公
窓
口
の

な
い
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
の
整
備

等
に
つ
い
て
考
え
て
欲
し
い

0

・

犬
や
描
が
ご
み
を
散
ら
か
さ
な

い
よ
う
簡
単
に
清
掃
が
出
来
る

囲
い
か
ボ

ッ

ク
ス
ま
た
は
ネ
ッ

ト
を
設
置
す
る
と
良
い
。

-

収
集
に
携
わ
っ
て
い
る
人
は
、

大
変
だ
と
思
う
が
、
祝
祭
日
も

収
集
を
し
て
欲
し
い

。

-

組
大
ご
み
(
家
具
・

日
用
雑
貨
)

の
リ
サ
イ
ク
ル
市
の
実
施

。

不

用
品
バ
ザ
ー
を
開
催
す
る
場
所

の
提
供
を
し
て
欲
し
い

。

「
指
定
ご
み
袋
制
」
に
つ
い
て

-

「
指
定
ご
み
袋
制
」
に
つ
い
て

は
賛
成
だ
が
、
ご
み
袋
の
透
明
・

半
透
明
、
氏
名
の
記
入
、
有
料

化
等
に
つ
い
て
は

町
民
の
意
見

を
聞
い
て
欲
し
い

。

-

透
明
で
あ
れ
ば
、
中
身
が
見
え

る
。

住
民
の
ご
み
に
対
す
る
正

し
い
分
別
と
、

責
任
が
出
来
る

シ
」
回己
、
っ
。

-

ご
み
袋
を
透
明
に
し
た
り
、
氏

名
記
入
は
プ
ラ
イ
バ
シ

ー

の
観

点
か
ら
反
対
す
る

。

氏
名
記
入

の
な
い
ご
み
袋
は
ど
の
よ
う
に

管
理
・

処
理
す
る
の
か

0

・

ご
み
袋
を
町
指
定
の
物
に
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
年
間
一

O
O
枚

程
度
無
料
で
支
給
す
れ
ば

。

-

当

然
、
ご
み
袋
は
家
庭
で
購
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

有
料
で
良
い

。

-

ご
み
袋
の
値
段
を
安
く
し
、
買
い

求
め
や
す
い
方
法
を
希
望
す
る

0

・

有
料
化
に
は
反
対
で
あ
る

。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
、
行
政
へ
の
意
見
・
要

望
等
、
様
々
な
貴
重
な
ご
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す

。

一回

・
メ
ー

カ
ー

が
回
収
費
用
を
プ
ラ

骨

ス
し
た

価
格
で
販
売
し
、
責
任

閣

を
持
っ

て
回
収
、
リ
サ
イ
ク
ル

仰

を
す
る
よ
う
に
す
る

。

e

-

発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
・
ト

レ
l
-

ホ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

等
は
、
な
る
べ

ま

く
造
ら

な
い
よ
う
に
、
使
わ
な

引
U

い
よ
う
に

。

r
L叱

・

町
内
の
ス
ー

パ
ー
・

個
人
商
店

み

等
に
対
し
て
、
買
物
袋
持
参
運

ご

動
へ
の
協
力
を
要
請
す
る

。

は働ロ
Hno 

同
月

只
u悌伺e

 

販
売
店
・
製
造
業
者
へ
の
お
願
い

私
た
ち
が
暮
ら
す
現
代
社
会

は
、
経
済
的
に
は
大
変
豊
か
に

な
り
ま
し
た
が
、
大
量
生
産

、

大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
が
国
民

生
活
の
ベ
l

ス
と
し
て
定
着
し

て
し
ま
い
ま
し
た

。

重
信
町
に

お
い
て
も
同
棟
の
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
。

皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
を
も

と
に
今
後
、
指
定
ご
み
袋
制
の

導
入
検
討
や
分
別
収
集
の
実
施

検
討
を
行
い
、
「
ご
み
の
減
量
化

及
び
再
資
源
化
」
等
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



めて

-町
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六
月
二
十
九
日
、
拝
志
小

学
校
の
児
童
と
先
生
が
通
学

路
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た

。

暑
い
一
日
で
し
た
が
一
時

間
近
く
か
け
て
、
普
段
通
い

慣
れ
た
通
学
路
を
き
れ
い
に

し
ま
し
た

。

思
っ
て
い
た
よ

り
も
か
な
り
多
く
の
ご
み
が

落
ち
て
い
た
よ
う
で
し
た

。

六
人
の
児
童
の
感
想
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
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一学
校
で
も
全
校
生
徒
先
生

一が
校
区
内
の
公
園
、
神
社
、
集

一
会
所
な
ど
の
清
掃
を
一

一
し
た
。

一

暑
い
中
で
の
作
業
、

←
労
さ
ま
で
し
た
。

ご
苦1・、.
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平
成
八
年
度

町
税
の
改
正
点

平
成
八
年
度
の
地
方
税
制
改
正

に
伴
う
町
税
関
係
の
主
な
改
正
点

に
つ
い
て
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す

。

施
行
期
日
に

つ
い
て
特
に
記
載

し
て
い
な
い

項
目
は
、
平
成
八
年

四
月
一
日
(
平
成
八
年
度
の
税
)
か

ら
の
施
行
で
す
。

-
特
別
減
税

平
成
八
年
度
分
の
個
人
住
民
税

(
町
県
民
税
)
所
得
割
額
の
十
五
%

相
当
額
(
最高
限
度
額
二
万
円
)
を

控
除
(
減
額
)
し
ま
す。

特
別
減
税
の
実
施
方
法
等
に
つ

い
て
は
、
広
報
六
月
号
を
ご
覧
下

支
」
い。

2

土
地
税
制

ω
個
人
住
民
税

①
個
人
の
土
地
等
の
譲
渡
に

係
る
長
期
譲
渡
所
得
に
対
す

る
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
(
参
照
A
)

こ
の
改
正
は
、
平
成
八
年

一
月
一
日
以
後
の
土
地
等
の

譲
渡
に
対
し
適
用
し
、
平
成

九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

。

②
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の

た
め
に
土

地
等
を
譲
渡
し
た

場
合
(
公
共
用
地
買
収
な
ど
)

の
長
期
譲
渡
所
得
の
課
税
の

特
例
の
適
用
期
限
が
五
年
延

長
さ
れ
、
税
率
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
(
参
照
B
)

こ
の
改
正
は
、
平
成
九
年

一
月
一
日
以
後
の
土
地
等
の

譲
渡
に
対
し
適
用

し
、
平
成

十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

。

凶
固
定
資
産
税

宅
地

一

一

等

に
係
一
後一
お5
日

5

る
負
担

一正
一川
川
川1
1
リ

調
整
率

一改
一

が
平
成

T
ム
→
→
→
→
→
→

八
年
度
一
前
一

に
限
り
一
正一
白
川1日
2
お

下
表
の
一
改
一
1
1
1
1
1
1

と
お
り
一
一

と
さ
れ
ま
し
た
。

※
負
担
調
整
率
と
は
、
三
年

に
一
度
の
評
価
替
え
に
伴

う
税
負
担
の
急
激
な
増
加

を
緩
和
す
る
た
め
、
評
価

の
上
昇
等
の
度
合
い
に
応

じ
て
、
毎
年
適
用
さ
れ
て

い
る
率
で
、
実
質
的
に
税

額
の
対
前
年
度
ア
ッ
プ
率

と
な
り
ま
す
。

平
成
八
年
度
は
、
読
み

替
え
方
式
で
こ

の
表
が
適

用
さ
れ
ま
す

。

例
え
ば
平

成
七
年
度
に
七
・
五
%
の

増
加
で
あ
っ
た
も
の
は
、

八
年
度
で
は

、
五
%
の
増

加
と
な
り
ま
す

ま
た
、
農
地
に
つ
い
て

も
負
担
調
整
率
が
あ
り
上

限
が
一
・

こ
か
ら
一
・

一

五
に
改
正
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
町
の
場
合
、
八
年

度
で
は
一
般
農

地
の
税
増

加
は
な

く
、
市
街
化
区
域

農
地
の
み
の
適
用
と
な
り

ま
す
。

3

個
人
住
民
税
均
等
割
の
税
率

引

上
げ
(
昭
和
六
十
年

以
来
据

え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
十
一

年
振
り
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
)

県
民
税

年
額
七

O
O
同
↓

一 、

0
0
0
同

町
民
税

年
額

一、
五O
O
円
↓
二
、0
0
0
円

4

そ
の
他

ω
固
定
資
産
税

一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅

に
つ
い
て
、
新
築
後
三
年
度
分

(
三
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火
住

宅
は
五
年
度
分
)
の
税
額
を
二
分

の
一
に
減
額
す
る
特
例
措
置
の

適
用
期
限
が
三
年
延
長
さ
れ
、

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
新
築
が
対
象
と
な
り
ま
し
た

。

ω
国
民
健
康
保
険
税

税
額
の
四
割
軽
減
の
対
象
と

な
る
所
得
の
基
準
に
つ
い
て
、

基
礎
控
除
の
額
三
十
三
万
円
に

加
え
る

加
算
額
が
世
帯
の
被
保

険
者
(
世
帯
主
を
除
く
。
)
一
人
当

り
五
千
円
引

上
げ
ら
れ
、
二
十

四
万
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

。

l
'

一
門
口

町
A

一
1

%
%
%

ι

%
%

一
貯

=

4
2
5
3
6

一参

税
税
税
税
税
税
一

民
民
民
民
民
民

県
町
県
町
県
町

雌
伽
…
雌
一川
崎

一附

設
の
識
の
川

端峨
沌

の
下
の
8

分
の
d

t
A

長
超
H
史
超

後

側
四
一
一
間
関

-
ニ

-
H
H
，

引A
・
H
a

n
u
-
-
A
・

H
a

n
U

T
u
u

h
H
引
』
o
h
H
A
u
r
hy
pp
h
n
u

l
.

特
仁
特

d
h阿
特

8

改
0
0
0

参照 A

改正前
O特別控除後の譲渡主主 f県民税 2%

4 ， 000万円以下の部分 L町民税 55%
O特別控除後の譲渡益 l県民税務

4 ， 000万円超の部分 l ~r民税 6%

8月の納税
町県民税第2期

国民健康保険税第2期

町
A
町
A

6
4

町
A
%

1
z

q
d
n
J
λM
a
n
噌

税
税
税
税

障
は
{
配
比
毘
H円
陣
山

県
町
阻
山
町

益
分
説
子

波
部
波

M

緩
め
線
河

の
下
の

μ

後
以
後
孜

後

歌
山…
帥
一
川

正
問
川
州
∞

改

α
4

α

改正前
O特別l控除後の譲渡益 f県民統1.6%
一律 L町民税 3.4%

納税期限

9月 2 日(月)

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

次
の
方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下

さ
い
ま
し
た

。
温
か
い
善
意
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

@屯泡伝泡ベ立与包泡侶)@/(i泡宅延ケ@

〈
一
般
寄
付
〉

カ
ン
ト
リ
ー
ハ

l

ト

重
信
町
歌
謡
連
盟

道
後
ゴ
ル
フ
倶楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ

基
金

〈
香
典
返
し
〉

山
内
正
弘
(
志
津
川
)
亡母
・
キ
ク
エ

中
川

正
志
(
田
窪
)
亡
父
・
亀三
郎

渡
部
市
郎
(
見
奈
良
)
亡
父
・
賞

菅
原
務

(
上
林
)
亡
母
・
ヤ
ス
ヨ

三
村
正
光
(
見
奈
良
)
亡
母・フ
ユ子

高
須
賀
保
慈
(
上
村
)
亡
夫
・

能
紀

佐
伯
道
雄
(
横
河
原
)
亡
母
・
ア
ヤ

菅
野

政
敏
(
上
林
)
亡
父
・
晋

八
塚
辰
雄
(
南
野
田
)
亡
母
・
ヨ

シ
エ

東
忠
英
(
田
窪
)
亡
父
・
専
一
郎

丹
生
谷
晴
江
(
西
岡
)
亡
夫
・

坦

大
西
幸
治

(
志津
川
)
亡母
・
ヤ
ス
ヨ

森
園
二
下
林
)
亡
母

・
ヤ
ヨ子

9月は無保険(無共済)車をなくそうキャンペーン



道
路
新
設
改
良
や
町
制
四
十
周
年
記
念

事
業
な
ど
四
億
二
千
百
万
円
を
補
正

第
百
六
十
四
重
信

町
議
会
定
例

会
は
六
月
二
十
日
に
招
集
さ
れ
、

六
月
二
十
五
日
ま
で
六
日
間

の
会

期
で
聞
か
れ
ま
し
た

。

提
出
さ
れ
た
四
億

二
千
百
四
十

一
万
九
千
円
(
累
計
六
十
億
千
八

百
四
十
一
万
九
千
円
)
の
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
、
六
議
案
が
審

議
さ
れ
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し

た
。

ま
た
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算

書
等
の
報
告
四
件
が
行
わ
れ
、
議

員
提
案
に
よ
る
「
シ
ー

ト

ベ
ル
ト

完
全
着
用
宣
言
」
を
決
議
し
ま
し

・7
』
O

一
般
質
問
は
四

名
の

議
員
か

ら

、
議
員
削
減
、
学
童
保
育

、

水

源
確
保
、
町
長
選
(
九
月
)
出
馬等

、

病
院
入
院
中
の
児

童
の
義
務
教

育
、
交
通
安

全
対
策
、
ト
イ
レ
汲

み
取
り
業
者
指
導
、
教
育
問
題
と

し
て
体
罰
、
福
祉
医
療
な
ど
広
範

囲
に
わ
た

っ

て
行
わ
れ
ま
し
た

。

ιdiれ.3.

以
下
議
決
さ
れ
た

主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

。

一
般
会
計
補
正
予
算

O
四
十
周
年
記
念
事
業

一
六
、

一
O
O
千
円

O
農
業
等
土
地
改
良
事
業

五
O

、

0
0
0

千
円

。
下
林
地
区
ほ
場
整
備

事
業

四
三

、

二
九
三
千
円

。
道
路
橋
梁
新
設
改
良

事
業

一
一
六
、

一
七
O
千
円

O
平
松
上
樋
線
改
良
事
業

四
九
、

六
二
三

千
円

。
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業

三
三
、
九
O
O

千
円

。
都
市
下
水
路

事
業

四
O

、

一
O
O
千
円

。
工
事
請
負
契
約

拝
志
小
学
校
南
校
舎
の
大
規
模

改
造
工
事
を
、

一
億

一
千
二
百

二

十
七
万
円
で
森

貞

建
設
株
式
会
社

と
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
を
可
決
し
ま
し
た

。

ウ
ォ
l

キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り

適
度
な
運
動
は

健
康
の
秘
訣

運
動
不
足
は
、
血
管
な
ど
体
内

の
あ
ら
ゆ
る
器
官
や
組
織
を
衰
え

き
せ
、
成
人
病
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

普
段
か
ら
適
度
な
運
動
習
慣
を
身

に
つ
け
、
病
気
に
な
り
に
く
い
身

体
を
作
り
ま
し
ょ
う

。

重
信
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、

誰
で
も
ど
こ
で

も

で
き
る
、

一
番

手
軽
で

安
全
な
運
動
法
で
あ
る
ウ

オ
|

キ
ン
グ
を
推
進
す
る
た
め
、

次
の
も
の

を
用

意
し
て
い
ま
す

。

①
記
録
用
紙

歩
い
た
距
離
(

一
日
五
回
ず
つ
)

が
記
録
で
き
ま
す

。
重
信
町
を
出

発
し
、
札
幌
市
を
、
ゴ
ー

ル
す
る
二

千
五
百
川
を
記
録
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す

。

②
反
射
テ
l

プ
付
き
タ
ス
キ

夜
間
に
歩
く
人
の
た
め
、
光
る

タ
ス
キ
を
希
望
者
の
方
に
配
布
し

て
い
ま
す

。

ま
ず
は
近
所
を
散
歩
す
る
つ
も

り
で
、

気
軽
に
始
め
て
み
ま
し
ょ

、

勺
J

七
月
一
日
現
在
、
四
百
七
十
七

名
の
方
が

登
録
し
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
歩
い
て
い
ま
す

。

歩
い

た
距
離
が
五
百
同
に
な
れ
ば
銅
メ

ダ
ル

、

千
五
百
回
で
銀
メ
ダ
ル
、

二
千
五
百
回
の
ゴ
ー

ル
到
着
者
に

は
金
メ
ダ
ル
を
進
呈
し
ま
す

。

役
場
福
祉
課
国
保
係

雷
九
六
回
|
ニ

O
O

一
附

ウォーキングの健康効果

*腰痛・膝痛や骨粗しよう症の
予防にも/

*ストレスを解消/

I汚)()¥ "c *高血圧を抑える/

甲骨動脈硬化を防ぐ/

*老化を防ぐ/

*肥満を防ぐ/

走れなしり

「
免
除
を
受
け
た

保
険
料
は

追
納
で
き
ま
す
」
乗れない

皆
さ
ん
は
、
過
去
に
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
制
度
を
利
用

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か

。

免
除
さ
れ
た
期
間
は
年
金
を

受
け
取
る
際
に
必
要
な
期
間
と

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す

る
と
き
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は

三
分
の

一
の
金
額
に
な
り
、
受
け

取
る
年
金
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

将
来
、
有
利
な
年

金
を

受
け

取
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
現

在
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ

う

に
な

っ

た
方

が
、
免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
に

つ
い
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る

「

追
納
制
度
」
が
あ

り
ま
す

。

ぜ
ひ
、
こ
の
「
追
納
制
度
」

を
利
用
さ
れ
て
有
利
な
年
金
を

受
け
取
ら
れ
る
よ
う
、
お
す
す

め
し
ま
す

。

役
場
福
祉
課
国
民
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

②宅島宅ゆ官ゆ屯砂ox%泡/欽吾@ なければ「自賠責



問
い
合
わ

せ
・
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

冨
九
六
四
ー

四
一
七
O

ま
た
は雷

九
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
三
一

一
・

コ
二
二

も乙'.すれJ

胃
ガ
ん
・
大
腸
ガ
ん
検
診内容
に
つ
い
て
は
ご
存
知
で
す

が
、
「
受
け
て
み
た
い
け
れ
ど
、
ど

ん
な
事
を
す
る
の
か
な

。

」
と
思
わ

れ
て
い
る
方
の
た
め
に
、
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

間
も
な
く
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

年
に
一
度

必
ず
受
け
て
い
る
方
は
、
検
診
の

大腸がん検診 胃ガん検診
①大腸の中の出血を調べる ①検診前夜の午後9時以降、

検査です。毎日出血しない また検診当 日は食べたり

こともあるため、 2 日分の 飲んだりしないで下さい。

大便の検査を行 L 、ます。 ②検診時、発泡剤を飲み、そ

②食事の制限はありません。 の後に造影剤(バ リ ウム)

③検査キットを送付するた を飲みます。

め、必ず事前にお申し込み (造影剤は、飲みやすくな

下さい。 ってきています。)

④生理中及び痔の出血があ ③検診後すぐ 、 たくさんの水
る時は、 出血のない日に採 で下剤を飲みます。

取して下さい。

月 日 場所 受付時間 料金 対象

9月 17 日伏)~20 日 峰) 育がん検診
町民会館 7:30-9:30 800円 40歳以上の

9月 24 日 (火)
大腸がん検診 住民

400円
10月 17 日 (木) ・ 18 日 峰) /} 8:40-10:00 

① 検 査 ② 診察 • 本目 日炎
月 日 場所 受付時間 地 区 月 日 場所 受付時間 1也 区

8 月 20 日ω 北吉井小体育館 9:30~1 1 :30 山之内・樋 口・西岡 9 月 3 日削 北吉井1)、体育館 9:30~1 1 :30 山之内・樋 口・西岡 :J 
// 22 日同 南吉井小体育館 I! 牛i刈 か 5 日嗣 南吉井小体育館 I! 牛iXI)

1/ 27 日ω 町 民会館 9:30~1 2:30 横河原・志津川 グ 10 目別 町民会館 I! 横河原・志津川 n 

グ 28 目 。ω 北磨里子台団団地 ・ 牛浜IJ団地 グ 11 日嗣 北磨野台団団地 ・牛涼IJ団地 n I! 1/ 
播台地・よ樋

// I! 掲台地・上樋 リ

9 月 1 2 日 (対 I! I! 見奈窪良団・ 志津川(八反地) I! 26 日 附 1/ I! 見奈窪良団・ 志津川(八反地)
回 士也 国 土也

か 1 3 日樹 1/ 1/ 田窪 グ 27 日 幽 1/ I! 田窪 ヨ1 0月 24 日同 1/ 1/ 上記未受診者 11 月 7 日 休) 1/ 1/ 上記未受診者

内 合r今、 内 幸'*'子

・f」ムヨ3 問診・ 身体計測 ・血圧測定 ・検尿 ・ J(rL液検査 診察 (医師) ・生活指導・相談(保健婦) ・栄養指導・相
〈全員〉総 コ レステロ ール ・ HDLコレステロ ール ・ 中性 談(栄養士)

脂肪 ・肝機能検査 ・ 腎機能検査 ・尿酸 ・血糖検査 ※希望者には体脂肪測定を行います。

場〈必要な人〉心電図検査 ・ 眼底検査 ・ ヘモグロビンAIC

-対象者 40才以上の住民 -料金 無事|

-持参品 健康手11I長 (40才以上の方に発行しています。 )

日主-受診方法 申し込みは不要。 直接健診会場へお越し下さい。

-その他 ①検査を正確に行うためできるだけ空腹て・お越し下さい。
②検査日に、全ての検査を行い、診察 ・相談日に結果をお返しします。

③受診人数の都合上、地区害IJ はしていますが、希望する健診会場で受診して下さい。

『
が
ん
予
防

最
前
線
』

が
ん
の
予
防
に
は
、
「

一
次
予

防
」
と

「

二
次
予
防
L

が
あ
り

ま
す

。二
次
予
防

」
と
は
、
「
日
常

生
活
に
気
を
つ
け
て
が
ん
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
」

で
す
。

「

二
次
予
防
」
と
は
、
「

が
ん

に
な
っ
た
場
合
、
早
期
発
見

・

早
期
治
療
に
よ

っ
て
進
行
を
食

い
止
め
、
が
ん
で
命
を
落
と
さ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

」
で
す

。

が
ん
治
療
の
現
状
を
交
え

て
、
わ
か
り
や
す
く

「

予
防

・

治
療
・

検
診
」

に
つ
い
て
健
康

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
お
誘
い
合
わ
せ
で
ご
出
席
下

さ
い

。

@官ゆ宜ル鵠〆包ゆ屯洛信泡ノ飽〆@9月は障害者雇用促進月間です

日
時

八
月
三
十
日
働

午
後
一
時
三
十
分i
三
時

町
民
会
館
大
ホ
l

ル

一
般
住
民

国
立
病
院

四
国
が
ん
セ
ン
タ

ー

副
院
長
高
嶋
成
光

講対場
師象所



気
を
つ
け
て
・
・

目
に
は
見
え
な
い

食
中
毒
菌

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
食
中
毒
の
話

題
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
ご
家
庭
の

キ
ッ

チ
ン
で
は
、
食
中
毒
対
策
は

万
全
で
す
か
。

今
年
に
入
っ
て
、

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
や
病
原
大
腸
菌

O

ー

1
5
7

に
よ
る
食
中
毒
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

ま
た

、

七
月

か
ら
九
月
は
一
年
の
う
ち
食
中
毒

の
発
生
が
急
増
す
る
時
期
で
す
。

時
に
は
死
t
に
い
た
る
ケ

l

ス

も
あ
る
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。

松
山
中
央
保
健
所

遊
ん
だ
後
は
手
は
き
れ
い
に
ね

夏
の
食
中

毒

予防のポイント

魚介類は調理前に流水でよく

洗う
{吏ったまな率直、包丁、ふきん
などを熱湯，肖毒する

手や指に傷があるときは食品

に直接触れない

食品は冷蔵し、なるべく早〈
食べる

肉類は十分に火を通し、卵は

必ず冷蔵する
ネズミ、ゴキブリ、ハエなど
を駆除する

細菌の性質

海にすむ魚、や貝などに付いて

台所へ

真水に弱い
熱に弱い

化捜した傷口、にきび、鼻、

毛髪などにいる
加熱しても壊れない毒素をつ

くる

ネズミ、ゴキブりのほかイヌ、
ネコ、小鳥など、ベットも汚

染源に

熱に弱い

細菌性食中毒の原因と予防(参考)

主な細菌 | 主な原因食品

8領
懲4p

ee 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
B
C
G
接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は
、

結
核
の
感
染
を
調
べ
る
検
査
で
す
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
行

い
、
四
十
八
時
間
後
に
判
定
し
て

陰
性
の
人
(
発
赤
の
長
径
九

m
以

下
)
に
B
C
G

接
種
を
行
い
ま
す

。

B
C
G

接
種
は
、
結
核
の
予
防

接
種
で
す
。

予
防
接
種
に
関
す
る
注
意
事
項

を
よ
く
読
み
、
接
種
し
て
下
さ
い

。

(
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
も
予

防
接
種
と
同
様
、

予
診
票
が
必
要

で
す
。

)

rチ円

台内象

平成 7 年 5 月 31 日

~平成 8年 5 月 3 1 日
生まれの者及び4歳
未満の未検査児

対月日

9 月 4 日
体)

9 月 4 日にツベルク

リン反応検査を受

けた児で判定の結
果が

9 月 6 日
後)

実
施
方
法

場
所

町
民
会
館

持
参
品母

子
手
帳
・

重
信
町
発
行
の

予
防
接
種
手
帳
及
び
予
診
票

(
予
診
票
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、

受
付
に
提
出
し
て
下
さ

い
。

)
、
印
鑑
、
体
温
計

受
付
時
間午後

二
時

i

二
時
三
十
分

(
時
間
厳
守
)

9 月 6 日のツベルク

リン反応検査の結

果、陽性の乳幼児、
及ひ、4歳未満の未検
望包 l 日
』三Lノし

9 月 17 日
伏)

9 月 17 日にツベルク

リン反応検査 を受
けた児で判定の結
果が

9 月 19 日

同

小
さ
い
お
子
様
を

お
持
ち
の
保
護
者
の
方
へ雇用の輪」

予
防
接
種
に

自立へ人の和

関
す
る
注
意
事
項

①
受
け
る
予
定
の
予
防
接
種
に

つ
い
て
、
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」

を
よ
く
読
ん
で
、

必
要
性
や
副
反
応
に
つ
い
て

よ
く
理
解
し
て
下
さ
い
。

②
予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
母

子
手
帳
・

重
信
町
発
行
の
予

防
接
種
手
帳
(
予
診
票
)
が
必

要
で
す
。

※
四
才
未
満
の
子
供
を
お
持
ち

の
保
護
者
の
方
に
、
予
防
接

種
手
帳
を
発
行
し
て
い
ま

す
。

お
持
ち
で
な
い
方
は
、

母
子
手
帳
を
ご
持
参
の
上
、

役
場
保
健
婦
室
ま
で
お
越
し

下
さ
い
。

③
予
防
接
種
は
、
接
種
を
受
け

る
子
供
の
日
頃
の
状
態
を
よ

く
知
っ
て
い
る
方
が
、
接
種

場
所
に
連
れ
て
き
て
下
さ
い
。

※
予
防
接
種
に
つ
い
て
ご
不
明

な
点
は
、
福
祉
課
保
健
婦
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

@屯か官泡官泡ベ犯ぺ氾ベ沃VÕX%l 「障害者
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

冨
九
六
四
l

一
五
O
O

刊

寿大
「シャフルボード」

日時及び会場

8月 23 日働南吉井小学校体育館 9: 00-11: 30 

北吉井小学校体育館 13: 30-16: 00 

8月 26 日 (月) 拝志小学校体育館 9 : 00-11 : 30 

上林小学校体育館 13 : 30 -16 : 00 

師 愛媛県シャフルボー ド協会

事務局長森良雄先生

無料

品凶

手・キ富80mm屈折式

天体望遠鏡取扱講習会

講

参加費

日時 9月 24 日(刈午後7時30分~

場所町民会館第1. 2研修室

受講料 無料

募集人数 7名(先着順)

(1)講習を受けた方に修了証を交付します。

(2) 修了者へ

は、望遠鏡

の貸し出し

を行いま

す。 ( 1週間)

申込締切

9月 18 日 ~J<)

ジ
昌
=
yテ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
・
親
子
テ
ニ
ス
教
室
開
催

岱
記
7

第
M
固
重
信
町
テ
ニ
ス
大
会
ぬ

μ
町

0
5
d
抑
制
噂

・
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
(

コ

ン

ソ
レ
な
し
)

.
六
ゲ
l

ム
先
取

参
加
料

一
ペア

三
、
0
0
0
円

参
加
申
込
書
に
、
参
加
料
を

添
え
て
町
テ

ニ
ス
協
会
事
務
局

ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い

。

申
込
方
法

重
信
町
テ

ニ
ス
協
会
事
務
局

(
役
場
内
・

桐
野
)

冨
九
六
四
|

二
O
O

一
間

九
月
二
日
制
か
ら
申
込
受
付
開
始

主
催

重
信
町
テ

ニ
ス
協
会

後
援

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
町
体
育
協
会

九
月
八
日
1
(毎
日
曜
日
)

十
時
1

十
二
時

(
悶
天
日
は
お
休
み
)

重
信
川
河
川
敷
テ
ニ
ス

コ
ー

ト

募
集
対
象

小
学
生
以
上
、
及
び

そ
の
親
子

。
基
本
的
フ
ォ
ー

ム
を

身
に
つ
け
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
す

(
ビ
デ
オ
で
チ
ェッ
ク
)

O
十
二
月
に
は
ク
リ

ス

日

時

場

所

内

円相

-e-

十
月
六
日
間
、
十
日
同

午
前
八
時
受
付

八
時
三
十
分
開
始
(
雨

天
の
場
合
は
、
十
三
日
)

重
信
川
河
川
敷
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

(
愛
媛
県
緑
化

セ
ン
タ

ー

西
隣
)

ク
ラ
ス
内
容

十
月
六
日
・
:

男
子
B
(
初
級
)
・

レ
デ
ィ
ー

ス
ダ
ブ
ル
ス

計
六
十
八
ペ
ア
(先
着
順
)

十
月
十
日
:
男
子
A
(
中
級
)
・

~
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル

計
六
十
八
ペ
ア
(
先
着
順
)

試
合
方
法
.

ダ
ブ
ル
ス
の
み

日

時

場

所

マ
ス
テ
ニ
ス
大
会
も

行
い
ま
す

。

一 、

0
0
0
円
(
ボl
ル
代
)

重
信
町
テ
ニ
ス
協
会

重
信
町
教
育
委
員
会
、

重
信
町
体
育
協
会

重
信
町
テ
ニ
ス
協
会
事

務
局
(
役
場
内
・

桐
野
)

盟
九
六
四
ー

二
O
O

一
間

一
般
の
方
の
レ

ッ
ス
ン
も

行
っ

て
い
ま
す
。

月
会
費

主
催

後
援

申
込
先

軍E固定例映画会

rハック・フィンの大冒険」
日時 9月 14 日(却 ①午前10時~
場所 町民会館大ホール

会費 当 日 500円
連絡先 佐藤964-9608 ・ 中野964-7243
後援 重信町教育委員会

重信町文化協会

重信町親と子の良い映画をみる会

成人バレーボール大会
9月 l 日(日)

午前8時30分~
日時②午後2時一

箇923-8544

ト レーニ ングセ ンタ ー

北吉井小学校体育館

南吉井小学校体育館

重信中学校体育館

@包泡石泡得。信泡信忠信泡〆叙与@

場所

主催

詳しくは愛媛地域学習センター
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に

。 ιーす作3・;11 

音B道華室教墨水 / 

いけばな教室を始めました。
愛らしいお花と共に会話の花もそえて、楽しい一時

を過ごしましょっ。
野の花、庭の花のご持参、歓迎します。

第2・第4火曜日(月 2回)

午後1時一3時
町民会館 3F 
池坊、小原流、

日目寺

水墨画ロビー展のお知らせ
この度私達は未熟な作品ですが、 重信水墨画会ロビ

ー展を聞く事にいたしました。 ご散策のついでにお立

ち寄り下きいましてご覧の上御指導賜りますようご
案内申し上げます。
期 間 9月 1 日一 14 日 (14 日は午後4時まで)

連絡先 雷964-2436 丹生谷隆夫
研修室
フラワーデザイン

場所

流派

-夜間の方が都合のよい方、また他の流派をご希望の

方は、お電話下さい。ご希望にそえる様努力します0

・見学も結構です。お気軽にお越し下さい。
連絡先箇964-3639 池川

大学

マンドリンコンサートin重信'96俳句・短歌・川柳・渓詩の参集
9月 21 日(土) 午後7時30分-(開場午後7時)

町民会館大ホール

前売300円(当日 400円)
古賀メロディー

エ/レクンパンチェロ

クシコスポスト
ハン方、リ ー舞曲

重信町文化協会

重信町教育委員会

他

- 日時
・場所

・入場料
・曲目

催

援

主

後

•• 

文化祭総合フェスティパルにおいて朗詠、朗吟され

る俳句、短歌、 川柳、漢詩を募集します。
重信町町制40周年を祝うとともに、重信町の自然・

風土 ・ 文化(文化財を含む)等を詠みこんだ、 ふ るさと

賛歌をできるだけ多くの方が応募して下さるようお

願いします。

・締切 9月 108 (刈
・投句先 重信町文化協会事務局(町民会館内)

・主催 重信町文化協会

放送大学平成8年度 2学期生募集

歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
、
み

な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
過
去

の
生
活
用
具
が
多
く
あ
り
、
そ

れ
ら
の
整
理
や
修
理
が
で
き
た

も
の
か
ら
主
題
的
に
展
示
を
し

て
い
ま
す
。

今
月
は
レ
ト

ロ

調
で

・
・。

こ
ど
も
た
ち
に
は
新
鮮

お
と
な
に
は
懐
か
し
い

「
少
し
昔
の
音
た
ち
展
」

(
三
十
日
ま
で
)

天
保
十
一
年
修
理
記
録
の
獅

子
太
鼓
、
戦
時
中
、
北
吉
井
小

の
校
時
を
告
げ
た
盤
木
、
百
年

ほ
ど
前
の
磁
石
式
卓
上
電
話
な

ど
。
自
分
で
音
を
味
わ
う
体
験

コ
ー
ナ
ー

も
あ
り

ま
す

。

砂æ伝泡信忠信氾4ル屯ゆ古鳥@

-
八
月
の
休
館
日

-
、
，
円
ノ

臼
口

内
u
n
u
J
p

h
u
-

-

ム
T
2
4

t

、

1

i
1
i

可

i

っ
'U

勺
J
r
t
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女

「
ウ
ェ
ル
ケ
ア
重
信
」
視
察
研
修

健あのをと誰 に事|果宅域が信 「 行たにフ

?22Tt 員百 121f i よ fH Z 完 jg:z 
エリ話で入兼料て来を様墜設慣おルまっ爪道 IIIJ
y ハを食浴ねは包る受 f 院でぞ年ケ土見五をの
クビし事しも多す 4 けぶ、、も~寄アか字人は入
、リたをたせ少 。 つるサ効在地り重 。 に施さり
日をりしりず入 詩ん日
常受 、 、 、に用・・-とご関下"t t -.n:週 53 で
動け痛顔メ 、で・・圃富一一In~~-- 主主A 出おス
作たいな ニ 介す ・・・FE4閉山b-.-守-1 来む |
訓り所じユ助が・・E型関門司当世4 目 i 111 まかノf
練、がみ|者 、・・iJ~日 --w 1,1 ~ -I しい|

'性

塾

新安代効と か ib~--"'，. ' 1 II i ，l 戸 t~議長薯圃・おぬ ビな
!51 孟とにい家く圃置極圏Lb.G'K~;;' j l l l l il?~匂思騎誼園金の私スと
ー-ii な利う族=-薗圃立斗 ! 1 11量諾雪画面圃・もで達を
理椅り用のが度園冨掴醤盤FdE司語圏盟国国置すは受そ
子ますは年電 ・圃圃・圃臨畠 冒置園圃圃・いが誰けの
「しる昔寄話・・・圃・園田. .1層圏..て 、でる他

zfE たののりし 一一司一一いそも 事 い
性っ 。 が美のてしな誰で決分分高はきりかの、がろ
塾た べ談介会てくかすめでのく生てまな時いでい
竺 ま 夕、護子もな。がた主こ保活いせくはっきろ
N ま |今で三、つわ;ぃ f本とち のるんで貯かまな
;入 のは大 f とたか私も的は、質う 。 はめはすサ
ムる 時有変 J。 にとらはのに自白をち 生 なた死 。 |

中
央
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級

開
講
式
と
第

六
月
二
十
四
日
、
高
橋
教
育
長

さ
ん
、
岩
川
謀
長
さ
ん
に
ご
出
席

項
き
今
年
度
の
開
講
式
が
行
わ
れ

ま
し
た

。

教
育
長
さ
ん
の
ご
挨
拶

の
後
、
指
導
員
の
土
居
先
生
よ
り

講
座
の
運
営
、
八
講
座
の
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た

。

こ
の

学
級
は
、
男
女
共
同
参
画

型
社
会
に
お
け
る
女
性
の
生
涯

学

習
の
一
環
と
し
て
年
間
八
回
の
講

座
を
学
習
し
ま
す

。

そ
の
第
一
回
目
と
し
て
、
同
日
、

健
康
講
座
が
行
わ
れ

「
心
臓
病
と

予
防
」

に
つ
い
て
、
国
立
療
養
所

愛
媛
病
院

心
臓
血
管
外
科
医
長
の

黒
田
修
講
師
か
ら
狭

心
症
と
心
筋

栂
塞
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。学

級
生
か
ら
質
問
も
出
さ
れ
、

丁
寧
に
答
え
て
項
き
ま
し
た
。
教

室
で
質
問
で
き
に
く
い
問
題
も
あ

回
講
座

り
、
講
座
終
了
後
も

ロ
ビ
l

で
応

じ
て
下
さ
り
、

学
級
生
は
家
族
や

自
分
の
病
気
に
つ
い
て
熱

心
に
質

問
し
て
い
ま
し
た

。

私
自
身
も
心
臓
病
に
つ
い
て
は

勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
り
、
先
生
の
一

言

一
言
に
耳

を
傾
け
、
納
得
す
る
こ
と
も
多
く
、

自
分
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で

勉
強
し
た
こ
と
を
取
り
入
れ
、
自

分
で
出
来
る
予
防
法
も
た
く
さ
ん

あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
こ
れ

か
ら
も

学
び
な
が
ら
心
臓
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

(
委員
長
安

永
カ
ヤ
子
)

母
子
家
庭
の
母
や
子
女
が
就

業
に
必
要
な
技
能
、

資
格
を
身

に
つ
け
、
よ
り
有
利
な
条
件
で

就
職
す
る
た
め
に
パ
ソ

コ

ン
講

習
会
を
実
施
い
た
し
ま
す

。
募

集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

科
目

パ
ソ
コ

ン

(
技
士
二
級
認
定
講
座
)

(表
計
算
部
門
)

講
習
期
間

九
月
十
日
閃
i

十
二
月
二
十
日
働
ま
で
の

毎
週
火
・

金
眼
目

午
前
十
時
1

午
後

一
時

受
講
対
象
者

-

母
子
家
庭
の
母
、
若
し
く

は
そ
の
子
女

・

年
令
は
お
お
む
ね
三
十
才

宇
品
で

・
ワ
ー

プ
ロ
経
験
者

募
集
人
員

十
名
(
た
だ
し
応
募
者
多
数

の
場
合
は
選
考
の
上
決
定
)

受
講
料

無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
五
千
円

は
自
己
負
担
)

実
施
場
所

愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
松
山
市
中
一
万
町
七
l

三
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

九
月
二
日
間
ま
で
に
印
鑑
を

持
っ
て
愛
媛
県
母
子
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ

箇
九
三
一
l

一
O
二
二

@屯ゆ宅路宅か包か包泡信泡ぺ訴o/<i)詳しくは最寄りの警察署まで



関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う

「
水
・
安
全
・
人
権
」

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
ー
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル

(
政
治
犯
救
済
国
際

委
員
会
)
日
本
支
部
長
の
イ

l

デ

ス
・
ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
、
日
本
人
が

無
関
心
な
も
の
と
し
て
、

「
水
と
安

全
と
人
権
」

の
三
つ
を
あ
げ
て
い

ま
す

。
最
近
で
は
日
本
の
安
全
神

話
は
く
ず
れ
は
じ
め
、
水
も
安
全

も
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
東
京
に
お

け
る
一
年
間
の
銃
使
用
の
殺
人
事

件
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
の
二
日
分

に
し
か
す
ぎ
ず
、
世
界
の
安
全
国

の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

水
道
の
生
水
を
飲
ん
で

も
、
も
ち
ろ
ん
あ
ま
り
お
い
し
く

は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
即
下
痢
な
ど

で
苦
し
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
、
日
本
人
が

「
水
と
安
全
」

に
比
較
的
無
関
心

で
い
ら
れ
る
こ
と
は
、

日

本
の
社

会
の
良
さ
の
表
れ
で
あ
る
と
指
摘

を
し

て
い
ま
す
。

13 

と
こ
ろ
が
「
人
権
」
と
い
う
と
、

日
本
人
の
場
合
は

「
自
分
に
は
関

係
な
い
問
題
」
と
受
け
止
め
る
人

が
多
く
、
だ
か
ら
人
権
問
題
は

日

本
で
は
取
り
組
み
に
く
い
と
も
話

さ
れ
て
い
ま
す

。

ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
、
人
権
と
い

う
も
の
を
む
ず
か
し
く
考
え
な
い

で
、
常
識
と
受
け
と
め
、

「
人
聞
が

め
ち
ゃ
く
ち

ゃ

に
さ
れ
な
い
た
め

の
も
の
」
と
考
え
た
い
と
主
張
し

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
人
権
に
は
二
つ
の

側
面
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、

私

た
ち
が
お
互
い
の
つ
き
合
い
の
中

で
人
権
を
守
る
こ
と

、
例
え
ば
、

部
落
差
別
、
女
性
差
別
、
障
害
者

差
別
な
ど

平
等
の
原
則

に
反
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、

生
き
る
権
利
を

大
切
に
す
る

と
い
う
考
え
方
で
あ

り
ま
す

。

き
れ
い
な
空
気
を
吸
う

の
も
、
水
銀
の
入
っ
て
い
な
い
魚

を
食
べ
る
の
も
人
権
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
ま
す
し
、
輸
血
に
よ

っ
て

と
ん
で
も
な
い
病
気
に
な
っ
た
り
、

病
気
の
予
防
や
治
療
の
た
め
の
薬

に
よ
っ
て

命
を
縮
め
る
こ
と
も

人

権
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
ま
す
。

こ

の
よ
う
に
考
え
ま
す
と
、

人
権

と
い
う
も
の
は
、
私
た
ち
の
生
活

の
中
に
広
く
根
ざ
し

て
い
る
こ
と

が
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

人
間
は
一
人
一
人
違
い
が
あ
る

よ
う
に
、
一
人
と
し
て
同
じ

人
聞

は
い
ま
せ
ん

。

し
か
し
、
人
間
と

し
て
幸
せ
に
暮
し
た
い
、
権

利
を

守
ら
れ
た
い
と
い
う
師
、
い
は
同
じ

で
あ
り
ま
す
。

ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
、
日
本
で
は

他
人
の
人
権
の
問
題
に
は
無
関
心

な
人
が
多
い
け
れ
ど
も
、
い
ざ
自

分
の
こ
と
と
な
る
と
大
騒
ぎ
を
す

る
、
し
か
し
、
差
別
や
偏
見
は
個

人
の
心
が
け
の
問
題
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
の
仕
組
の

中

に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
を
見

逃
す
こ
と
は
、
い
ず
れ
自
分
の
問

題
に
連
っ

て
く
る
と

言
っ
て
、
人

権
問
題
へ
関
心
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す

。

物
事
に
対
し
て
関

心
を
持
つ
こ

と
は
、
想
像
力
を
か
り
た
て
ま
す

。

新
聞
を
読
ん
で
も
、
テ

レ

ビ
を

見
て
も
関

心
を
持
っ
て
い
れ
ば
、

「
も
し
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
か
」
と
か

「
自
分
の
子
ど
も
が

あ
ん
な
目
に
あ
っ
た
ら
」

と
想
像

す
る
こ
と
で
、
「
こ
れ
は
人
ご
と
で

は
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

て
き

ま

す
。

そ
う
い
っ
た
気

持
ち
を

人
権
感

覚
と
か

人
権
意
識
と
い
う
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

愛
の
反
対
は
憎
し
み
で
は
な
く
、

無
関
心
で
あ
る
。

マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ



量
水
器
(
メ
ー
タ
ー
)

取
替
に
つ
い
て

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
よ
り
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どてかぼちゃカーニバル
9月 15 日 (日) 10時~

重信川緑地公園 問い合わせ先
重信町農業後継者協議会事務局

搬入日時・場所 由964-2001附 内線433

9 月 13 日 13 :00-l7: 00 

9 月 1 4 日 8:00- l7 : 00

当日 7:00-9:00 

τιけのふ

]A重信町育苗
用土配合センター

カーニパル会場

今
年
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る

皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
金
婚
式
該
当
の
ご
夫
婦

は
昭
和
二
十
一
年
に
婚
姻
届
出
を

さ
れ
た
方
で
す
。

町
で
は
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ

た
ご
夫
婦
を
、
九
月
十
一
日
の
老

人
福
祉
大
会
(
式
典
・

記
念
行
事
)

に
ご
招
待
し
、
心
か

ら
お
慶
び
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す

。

今
年
度
金
婚
式
該
当
ご
夫
婦

(
敬
称
略
)

〔
山
之
内
〕
〔
西
岡
〕

O

山
内
敏
克
・

自
恵

O

内
山
正
良
・

泰
子

〔
樋
口
〕
〔
見
奈
良
〕

O

水
田
恒
徳

・

満
恵

O

渡
部
末
吉

・

ミ
チ
子

O

黒
河
五
郎
・

シ
ナ
子

O

北
村
清
・
タ
マ
ヨ

O

林
勇
・

ツ
ネ
子

O

十
河
忠
信
・

滋
子

O

窪
田
儀
政
・

千
鶴
子

O

西
之
谷
重
春
・
マ
サ
子

O

青
木
祉
郎
・

幸
子

〔横
河
原
〕

O

菅
定
利

・

八
重
子

O

高
須
賀
嘉
幸

・
カ
ヲ
ル

O

恒
岡
喜
志
夫

・

徳
子

O

細
川
進
・

富
恵

o

高
橋
悟
・

延
江

O

本
田
喜
興
春

・

久
子

O

天
野
勇
・

シ
ゲ
子

〔志
津
川
〕

O

片
山
定
満
・

充

O

露
口
守
保
・

栄
子

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
と
技

術
を
生
か
し
、
地
域
社
会
に

貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
左
記

の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
下
さ
い

。

O

庭
木
の
手
入
れ

O

除
草
等
の
軽
易
な
野
外
作
業

O

宛
名
書
き

等
の
事
務
仕
事

O

家
事
等
の
手
伝
い

O

簡
単
な
大
工
仕
事

ま
た
、
随
時
会

員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
六
十
才
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方
は

、

ど
な
た

で
も
全
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

OA
『

問
い
合
わ
せ
先

ゆ

重
信
町
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ト
一

ン
タ

l
(社
会
福
祉
協
議
会
内

)

4

冨
九
六
四

l
一
五
九
七

郎

該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
に
は
、
八

月
下
旬
、
福
祉
大
全
の
ご
案
内
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席

下
さ
い

。

な
お
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
方
、
誤
り
が
あ
る
方
は
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先
役
場
福
祉
課

箇
九
六
四
ー

二
O
O

一
間

町
営
水
道
で
使
用
し
て
い
ま
す

量
水
器
は
、
計
量
器
検
定
検
査
令

に
基
づ
き
八
年
ご
と
に
取
り
替
え

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

重
信
町
の
指
定
業
者
に
よ

っ
て

取
替
工
事
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

業
者
が
お
宅
へ
参
り
ま
し
た
際

は
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
留
守
の
場
合
で
も
取

り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間

八
月
一
日
j

十
一
月
二
十
九
日

@ベ武!l/ÕX与屯泌宅泡4泡ぺ泥ベ荻巴@

O

玉
乃
井
磯
数

・

清
子

O

蟹
江
通
利

・

テ
ル
ヨ

O

渡
部
吉
太
・
正
子

O

遠
富
勇
衛
・

ミ
ツ

コ

O

遠
富
忠
一
・

幸
子

(
牛
測
〕

O

武
智
信
之

・

公
恵

O

渡
部
昇
・
コ
ト
エ

O

井
上
清
隆

・

百
合
子

O

山
崎
政
蔵
・

重
子

〔上
林
〕

O

相
原
利
昭

・

典
子

O

山
内
舜
郎
・

千
代
子

O

山
内
文
良

・

シ
ズ
子

〔下
林
〕

O

小
山
力

・
ヒ
サ
エ

O

植
杉
薫
・

美
代
子

O

丹
生
谷
君
雄
・
ミ
ヤ
コ

O

越
智
雅
由
・

保
子

1 0月 1 日、全国一斉に事業所・企業統計調査が行

われます。

店舗や工場、会社をはじめとして、学校、駅、

病院、神社などあらゆる種類の事業所や企業が対

象となる大規模な統計調査です。

9月下旬から、各事業所に

調査員がお飼いし、調査票

へのご記入をお願いしま

す。どうぞご協力をお願い

いたします。

10月 1日事業所・企業統計調査

重
信
町
手
数
料
条
例

一
部
改
正

所内

重
信
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改

案

正
に
よ
り
、
次
に
該
当
す
る
も
の

喝

の
手
数
料
は
、
七
月
一
日
か
ら
免

ρ
…

除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し

た
。

h
u
栢

O

厚
生
年
金
保
険
法
そ
の
他
法
律

隊

に
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
(
現

衛

況
届
出
書
等
)

自

[~~六
三選?

〔
田
窪
〕

O

近
藤
兵
一

・

タ
マ
ノ

O

渡
部
貞
喜
・

ハ
ル
エ



松
山
市
を
母
体
に
重
信
町
、

川

内
町
、
砥
部
町
の
一
市
三
町
で
構

四
混
成
さ
れ
る
松
山
衛
生
事
務
組
合
の

匹ι
浄
化
セ
ン
タ
ー

が
松
山
市
北
吉
田

t
u
町
に
、
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資

一い
を
受
け
て
完
成
し
ま
し
た
。

一し

処
理
能
力
は
、
日
量
三
五
O
M

、

一
E
'

こ
れ
は
三
五
O
、
九
O
O

人
分
の

一
.
1
4し
尿
に
あ
た
り
ま
す
。
今
回
の
工

一
泊
V

事
は
、
日
量
百
M
Mの
更
新
事
業
で
、

一
『
』
総
額
五
二
億
四
、
七
O
O

万
円

。

7
R
M
n

こ
れ
か
ら
更
に
、
清
潔
で
快
適

で
e
z

を
生
活
環
境
づ
く
り
に
寄
与
で
き

一
自
る
も
の
と
期
待
さ

|
|

れ
ま
す
。

わ
た
し
の
願
い

届
き
ま
す
よ
う
巴

1

保
育
所
で
七
夕
ま
つ
り
1

ぼ
く
の
願
い
、

, . . ιすがJ 115 

第
二
十
七
回
成
人
ソ
フ
ト
ボ

1
l
l

ル
大
会
が
、
七
月
十
四
日
、
重
中

乞
』

野
球
場
ほ
か
三
全
場
で
行
わ
れ
ま

V

し
た
。

刷
問

、
、
，
a

上
位
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り

ト
「

で
す
。

d
-

東
ブ
ロ

ッ
ク

優
勝
下
林

準
優
勝
見
奈
良

第
三
位
新
村
・
八
反
地

西
ブ
ロ

ッ
ク

優
勝
牛
測

準
優
勝
志
津

川

第
三
位
田
窪

・

西
岡

南吉井第二保育所

双葉保育所

南吉井第二保育所
成人ソフトボール

詳しくは

募
集
人
員

一
般
事
務
職
、
保
母
、
保
健

婦
、
管
理
栄
養
士
他
若
干
名

応
募
資
格

昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
以

後
に
生
ま
れ
た
方
。
保
母
、
保

健
婦
、
管
理
栄
養
士
は
、
資
格

ま
た
は
免
許
を
有
す
る
者
、

ま
た
は
平
成
九
年
三
月
末
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者
。

試
験
日

九
月
二
十
二
日
制

試
験
科
目

一
次
一
般
教
養
、
作
文

二
次
面
接

受
験
手
続

八
月
二
十
三
日
ま
で
に
履
歴

書
(
写
真
貼
付
)
と
健
康
診
断

書
(
胸
部
X

線
撮
影
に
よ
る

診
断
必
要
)
を
総
務
課
へ
提

出
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
役
場
総
務
課

雷
九
六
四
l

ニ
O
O

一
間

自衛官募集/@信泡信泡信か宅島信ゆ官忠信ゆ@

重信町長
一 回選挙

重信町議会議貝

告示日

投票日

重信町選挙管理委員会

9 月 3 日

9 月 8 日
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戸
籍
の
窓

七
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

お

誕
生
お
め
で
と
う
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1:1二 回樋樋笛志富田 イ主
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ìXl) 窪 口口 古 川 百窪 所

林丹磯相 if主佐 星三
保回生金 l京部伯山守
護

一 谷高茂雄康優ゴご 芳 者久斉広樹策明 u 昌

好í ~'梨 '1 あ の 日 ひ15 ま美み秀t 出
也ゃ子.ーー愛ぃ恵んf 干よlEよかリ子ニ咲 i門 と 生

!尼

6 6 6 6 6 6 6 6 生
年

17 14 14 11 8 5 3 1 
月
日

l友人ノ f レ ー ボール大会
l 側 ト 一一一ーーーーーー 一一一一

当番医いのうえ小児科 重信町野面2T 画 面弱5 :": ÔÔ55
円I里lX:tヰ嬰号明三国民健康保険税第2J明納期限、水道使用料納期限

2 伺)1公立幼 ・ 小・中学校t暴論語柔誌ー-
lF;~~ ïFfi孟 一一一一一一一 一 lif3ô二i5~3õlm( ï:百五 一詰
重信町長・町議会議員選挙告示

3 (必 mIEI1~傾向7号車宵仁--同市子:1~~QI預f*耐喧
基本健康診査(診察・相談 日) 1 ~ . ~ ~ ... ~~I 

1 9:30-11:301北吉井小体育館(8 月 20 日の検査を受けた者) 1 "'vV u.JVI 

ツベルク リ ン反応検査 1. .. ~~ .. ~J 
4(71<) 1 ( H 7判的lト附5月 31 自民il及び4才未満の未接種児) 1川0-14 : 30 IIIIJ 民会館

おU:正物ry~:言語雇ー一一 一一一 !iúô二i5 :3 Õ Î同f民主一括:
i基本健康診査(診察・相談 日)

5 附 l
|(8 月 22 日の検査を受けた者)

6 店街 |ツベルク リ ン反応判定、 BCG接種
7 出|

I重信町長 ・ l町議会議員選挙投票日

8間 暁空白鴎禄育~.-二: ~:~:~ :~ :':~~~ I : ~ : QQ~~r釘垣...仁暫
当番医友愛内科・小児科 松山市水泥町 富976-6262

9(ml 
|不燃物回収日

10(刈|基本健康診査(診察・相談日)
(8月 27 日の検査を受けた者)

基本健康診査(診察・相談日) 1 ̂.̂̂ ...̂̂ I 11附 I~ ~~~~~'~<:::-~~::" '::I~~~_~ I 9:30- 11: 30I UI] 民会館
(8月 28 日の検査を受けた者) I ~.vv ~Å ， v v l 

!行政心配こa と相談所 113 ・ 00- 15 :00 1町 民会館・
12附 トーー ーー一一一一一ーー一一一ーー ーー ー ー ~ f:~ ~~~ --~ ~~~~ f 

l基本健康診査(検査日) (40才以上の住民)19 : 30- 1 2:301 1 IlJ 民 会館
13働|基本健康診査(検査 日) (40才以上の住民) 1 9:30-12 ・ 301町民会館
14出 l花いっぱい運動(パンジーポッ ト 移植) 1 9:00- 町民会館

|移動図書館車運行(山之内 ・樋口 ・横河原方面)

15旧l[者i1HE3JH買主五三三日)v二二IWQQ三二二 l詩)減反争画
当番医〈ぽた内科 松山市北梅本町 箇970-0011
振替休日のためごみ収集休みます。

16侭) ト ー
当番医西本整形外科 重信町田窪包964-161 1
移動図書館車運行(志津川 ・ 八反地・ 田窪団地 ・西岡方面)

ツベルク リン反応検査(再) I...̂̂ . ..̂̂' 
114:00-14: 3011IlJ 民 会館

17(刈 I( H 7i凶M31 8-H 8if5~31 日生まれ及び4才未満の未接種児)1.l'1'VV 1.'1: .,JV I 
開がん ・大JJ号がん検診 (20 日まで)
(40才以上の住民)
淑氏物語誹座

印刷 1 1才6 ヶ 月 j'ë健康診査
(H7年l 月 ・ 2丹生まれの者)

印刷 |ツベルクリン反応判定、 BCG桜程(蒋) 114 : 00-14 ・ 30 liuJ 民会館
|移動図書館車運行(田窪・堀池 ・牛洲 ・牛湖l団地 ・上樋団地 . 1番勝台団地方而)

20幽 |
| リハビリ教室 l i3:3ôζ i5 :3Ô llñj 忌是正詰

21出 |松山大学7ンドリ ン演奏会 119 目 30- Ii町民 会館
目重信中学校体育祭

移動図書館車遂行(野田 1丁 目 ・新村 ・北野田 ・南野田方面)

2加)f垣善肩誓至極i)~二二二二二二二 1 :主恒三~~:~Q I哲二量二極
当番医増田整形外科 松山市南梅本町 冨970-2020
祝日 のためごみ収集休みます。

23伺) ~~; ~~ '_':'i~ ~;~~~~~~: ~;17_ ~ '-:ï ~ ~:-， -----.=. 
当番医辻井循環器科・内科・小児科 重信町田窪 冨964-0013

l 宵がん ・大腸がん検診 』
24 (刈|

|(4 0才以上の住民)
l不燃物回収日

移動図書館車迩行(J二村・下林方面)

25刷|乳児健康診査 I.̂.̂̂ . ..̂̂' 113:30-14 :30 IIIIJ 民 会館
(H7年11月及びH 8年2月 ・ 5月生まれの者W

V

'
VV ., 'vv 1 

赤十字巡回健康講座 113:00-16:0011町民 会館

企型三主明斡Fι- ー一一ーー一一一一ー一一一一 ー ーー .I ~~~恒三~~~QQ J I~L界一全 fifi
26(栂|基本健康診査 (診察・相談日)

(9月 12 日の検査を受けた者)
移動図書館車運行(上林方面)

27~紛!基本健康診査(診察・相談 日) 1 ̂.̂̂ ,. .̂̂  1 I ~I~ ':: - :~ /~~~ 1:~=::':'~~J-';I ~ ': I~I H: ~: : I 9: 30 -11: 30 IIUT 民 会館
|(9月 1 3 日の検査を受けた者) 1 J'vv ", vv l 

28山|粗大ごみ回収日

29伺) 1 当番医藤石病院
30例) 1 国民健康保険税第31例納期限

場所
-ー時間]名Z長行

" 
" 

)
 

主
主
ー

(
 

円
口

四牛検酋志志志 止|二 イ主
i章 ;t;幸

同対1) )京 岡川川川 淵j 所

川 | 北 松向白峯i高 後加 保
合岡田 f弁内 方 出藤 護竜 j享 裕弘一英

者潤 二一隆 司樹郎雄

夏1丈i号優果? l後f3袈1ご ゐ祐? EJ梨 '1 出
実作勺叫上β一q円5 か句t白川郎一l可巾I日S ta a 希 き 叩一 ;佐さ 生

!尼

7 6 6 6 6 6 6 6 生
年

2 27 26 26 24 24 22 19 
月
日

志 1:1二 見出 山 志田上横樋醤下上回横田 イ主
j宰奈 3 之 i幸 j可~~ ì可
川 法1) 良吉内 川| 窪 林原口 吉 林林 窪原窪 所

武 i度佐イl当1，%者iI主11 宮 5出頁務、安井音波日 刊今森、原む王チ国l' 近 氏
智部 1.':1 ]京 国 jii昌Z べ'者代| S; 7，ヤ寸' 乃-v 藤
成 i茂前 Jレ シ義 信 ェ ィ ヨ ス井勇 ス冨 名彬 子 l明 子 行 一二子ー ヱ 子 ヨ 子子

83 86 83 57 67 82 70 43 79 79 86 84 92 68 89 90 
年
d寸岳3、

7 777  7 7 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6 要E
-・ ・ ・ ・・・・・・・ ・

亡
。コ

9 8 7 6 4 3 2 1 29 28 19 18 16 14 12 11 日

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

9 ・ 30-11:301 南古訓 小体育館

14 ・ 00 -' 14:3011"J 民会館

9: 30-11 :301町民会館

7: 30-9: 30 IIIIJ 民会館

13 ・ 30-15 : 30 11町 民会館
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